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　千代川公民館
　下妻市鬼怒230 
　TEL0296-44-3141

公民館まつり
第15回

下妻・千代川・大宝公民館、各地区センターと
生涯学習自主活動団体の成果の発表

期日

2月21日㈯・22日㈰
9:00～16:00

2月21日㈯・22日㈰
10:00～

会場　千代川公民館 （下妻市役所千代川庁舎敷地内）

おりがみ、草木染め、木目込、押し
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写真、筆ペン、フラワーアレンジメ
ント、ちぎり絵、エコ、絵手紙、パッ
チワーク、生花、つるし雛、手編み、
カルトナージュなど

筆ペン習字（21日）
男の料理（21日）※要予約
お菓子作り（22日）
カルトナージュ、手編み、おりがみ
など

2月22日㈰
10:00～

リトミック、 合唱、 オカリナ、
ソーラン、 フラダンス、
タップダンス、 社交ダンス、
ストリート&ジャズダンス、
フラメンコなど
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笑顔晴れやかに
山本 沙也香さん（下妻丙・大町）

さ や か

ふ み

けいすけ

ま ほ

ひとみ

か

　
　
　
成
人
を
祝
福
す
る
「
平
成
27

　
　
　
年
下
妻
市
成
人
の
つ
ど
い
」

が
１
月
11
日
、
市
民
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
対
象
者

は
、
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成
７

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
５
１
５
名

で
、
生
涯
一
度
の
晴
れ
の
節
目
を
共

に
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
ス
ー
ツ
や
は
か
ま

姿
、
綺
麗
に
髪
を
ま
と
め
振
り
袖
を

ま
と
っ
た
新
成
人
が
続
々
と
集
合
。

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
、
お

互
い
の
晴
れ
姿
を
撮
影
し
合
っ
た
り

し
、
再
会
を
喜
び
あ
っ
て
い
ま
し

た
。

　
午
後
２
時
半
か
ら
の
式
典
で
は
、

稲
葉
本
治
市
長
か
ら
「
成
人
と
い
う

人
生
の
節
目
を
迎
え
、
新
た
な
門
出

を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
将
来
へ
の

大
き
な
夢
と
明
る
い
希
望
を
胸
に
大

人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
、

成
人
と
し
て
の
強
い
自
覚
を
持
っ

て
、
今
日
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親

や
家
族
の
方
に
し
っ
か
り
と
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
新
成

人
を
祝
う
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
学
校
３
年
生
時
の
担
任

だ
っ
た
恩
師
12
名
が
式
典
に
参
加

し
、
楽
し
か
っ
た
当
時
の
思
い
出
な

ど
を
話
し
て
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し

た
。

　
式
典
中
、
真
摯
な
表
情
で
式
に
臨

ん
だ
新
成
人
の
姿
か
ら
は
個
々
の
決

意
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

Ｆ
１
レ
ー
サ
ー
の
ア
イ
ル
ト
ン
・
セ
ナ
が

サ
ン
マ
リ
ノ
グ
ラ
ン
プ
リ
決
勝
で
壁
に
衝

突
し
死
亡

グ
リ
コ
森
永
事
件
の
グ
リ
コ
３
億
円
強
盗

未
遂
の
時
効
が
成
立

日
本
人
女
性
初
の
宇
宙
飛
行
士
・
向
井
千

秋
さ
ん
が
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
で
宇
宙
へ

関
西
国
際
空
港
が
開
港

武
豊
騎
手
が
フ
ラ
ン
ス
で
日
本
人
初
の
Ｇ

１
レ
ー
ス
制
覇

大
江
健
三
郎
が
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞

兵
庫
県
南
部
地
震（
Ｍ
７
．３
）。

阪
神
地
方
に
大
被
害
、
死
者
行
方
不
明
者

６
千
人
以
上（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
）

野
茂
英
雄
が
大
リ
ー
グ
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・

ド
ジ
ャ
ー
ス
と
契
約
し
入
団
発
表

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
。通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
帯

の
午
前
８
時
頃
、
営
団
地
下
鉄
の
５
本
の

電
車
内
で
猛
毒
の
サ
リ
ン
が
撒
か
れ
る
。

死
者
12
人
、重
軽
傷
者
５
，５
０
０
人
以
上

５
月

６
月

７
月

９
月

12
月

１
月

２
月

３
月 新

成
人
が
生
ま
れ
た
年
の
出
来
事

～二十歳の門出～
は　た　ち

～笑顔晴れやかに～

は　た　ち

二十歳の門出

新

平
成
６
年（
１
９
９
４
年
）

砂
子
新
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
完
成

砂
沼
大
橋
開
通

下
妻
地
方
事
務
組
合
設
立

下
妻
市
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典
開
催

千
代
川
村
誕
生
40
周
年
記
念
式
典
開
催

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
竣
工

常
総
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通

福
祉
セ
ン
タ
ー「
シ
ル
ピ
ア
」完
成

※

旧
千
代
川
村
の
出
来
事
を
含
む

５
月

７
月

10
月

11
月

12
月

３
月 下

妻
市
の
出
来
事

平
成
６
年（
１
９
９
４
年
）

平
成
７
年（
１
９
９
５
年
）

平
成
７
年（
１
９
９
５
年
）

その瞳の輝きが
　　未来を明るく照らし続けますように　　。

これからの抱負：子どもからも、
保護者からも信頼される保育士
になるために、努力を忘れないで
頑張ります。

諸井 芙美香さん（樋橋）

これからの抱負：これまで多くの
人に支えられてきたことを忘れず
に、これからは自分が人のために
なるようなことをしたいです。

篠﨑 桂佑さん（平方）

ここまで育ててくれた親や家族に
一言：まだまだ迷惑ばかりかける
と思うけど、今までもこれからも
お願いします。

飯塚　 瞳さん（加養）
これからの抱負：周りの人たちに
迷惑をかけながら生活してきたの
で、これからは迷惑をかけない
ように、また、周りに気配りがで
きるようになりたいです。

須藤 万穂さん（前河原）
ここまで育ててくれた親や家族に
一言：今までありがとうございま
した。たくさんの愛を与えても
らった分、立派な大人となり、恩
返ししたいと思います。

新成人からのメッセージ
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　自
主
防
災
組
織
は
、「
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
自
覚
と

連
帯
に
基
づ
き
、
災
害
か
ら
自
分
・
家
族
・

地
域
の
安
全
を
守
る
「
共
助
」
の
活
動
を

行
う
組
織
で
す
。

　こ
の
組
織
は
、
自
治
会
や
町
内
会
な
ど

の
地
域
で
生
活
環
境
を
共
有
し
て
い
る
住

民
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
主
体
的
な
活
動

と
し
て
結
成
・
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
平
常
時
の
活
動
】

　
災
害
に
備
え
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す

　地
域
で
の
防
災
訓
練
の
実
施
や
市
の
防

災
訓
練
へ
の
参
加
、
備
蓄
資
機
材
の
点
検

や
整
備
、
危
険
箇
所
の
把
握
、
県
・
市
で

行
う
研
修
会
や
講
演
会
へ
の
参
加
な
ど

【
災
害
時
の
活
動
】

　
災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
活
動

や
、
ま
ち
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
い
ま
す

　火
災
時
の
初
期
消
火
や
消
防
車
両
の
誘

導
、
台
風
や
大
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
ま
た

は
地
震
災
害
時
に
は
住
民
の
避
難
誘
導
や

救
出
救
護
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
補
助

な
ど

　大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
「
自

助
」「
共
助
」「
公
助
」
が
う
ま
く
連
携
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　災
害
の
発
生
直
後
は
、
国
や
県
、
市
な

ど
行
政
の
対
応
「
公
助
」
だ
け
で
は
限
界

が
あ
り
、
早
期
に
実
行
性
の
あ
る
対
策
を

と
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
も
想
定
さ
れ
ま

す
。　自

分
の
身
の
安
全
は
自
分
で
守
る
と
い

う
「
自
助
」
と
と
も
に
、
地
域
や
隣
人
な

ど
で
協
力
し
合
い
、
お
互
い
を
助
け
合
う

「
共
助
」
が
必
要
で
す
。

　「自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
が
う
ま
く

連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
の
軽
減
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
、
地
域
で

協
力
し
合
う
体
制
や
活
動
に
あ
た
る
「
共

助
」
は
、「
自
主
防
災
組
織
」
が
中
心
と

な
り
ま
す
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
い
う
大
災
害
か
ら
20
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
新
潟
県
中

越
地
震
、
広
島
県
や
兵
庫
県
で
の
大
雨
土
砂
災
害
、
そ
し
て
４
年
前
の
未
曾
有
の
東
日
本
大

震
災
と
、
多
く
の
自
然
災
害
が
発
生
し
て
き
ま
し
た
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
ガ
レ
キ
か
ら
救
出
さ
れ
た
人
の
約
８
割
が
家
族
や
近
所
の
人

に
救
出
さ
れ
た
と
い
う
報
告
や
、
新
潟
中
越
地
震
に
お
け
る
旧
山
古
志
村
（
現
長
岡
市
）
で

の
発
災
当
日
に
住
民
全
員
の
安
否
が
確
認
で
き
た
こ
と
は
、
住
民
同
士
が
相
互
に
協
力
し
合

う
「
共
助
」
の
最
た
る
例
で
す
。

　
平
成
26
年
４
月
現
在
、
下
妻
市
に
お
け
る
自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
は
35
・
７
％
で
、
ま

だ
ま
だ
低
い
状
況
で
す
。
今
回
は
、
自
主
防
災
組
織
の
重
要
性
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
自
主
防
災
組
織
」を
つ
く
ろ
う

「
自
主
防
災
組
織
」を
つ
く
ろ
う３５.７％３５.７％

万
が
一
へ
の
備
え

万
が
一
へ
の
備
え

自主防災組織の組織率
（平成26年４月現在：下妻市）

自主防災組織の組織率
（平成26年４月現在：下妻市）

山尻常会自主防災会

横島 基義会長

組織を結成
するとき

資機材や
備蓄食料を
整備するとき

資料作成など自主防災組織の結成に
係る費用
助成額：３万円（一律）

自主防災組織の資機材（備品等）の
整備に係る費用
助成額：資機材整備費の１/２
　　　（上限額10万円・１回限り）

ホース格納箱の設置及び修繕に係る
費用
助成額：設置費用の１/２
　　　（上限額10万円）

ホース格納箱
を設置する
とき

結
束
力
が
よ
り
強
く
な
っ
て
い
く

結
束
力
が
よ
り
強
く
な
っ
て
い
く

　
私
た
ち
の
山
尻
常
会
は
、
昨
年
９
月
１
日

の
防
災
の
日
に
合
わ
せ
て
自
主
防
災
会
を
結

成
し
ま
し
た
。

　
以
前
は
、
自
警
消
防
団
と
自
主
防
災
会
の

違
い
が
よ
く
分
か
ら
ず
、
ま
た
市
で
も
ら
っ

た
任
務
分
担
表
を
見
る
と
班
や
個
人
の
役
割

が
多
く
、皆
さ
ん
結
成
に
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
防
災
や

減
災
に
つ
い
て
考
え
る
人
や
機
会
が
増
え
、

も
う
一
度
市
か
ら
詳
し
く
話
を
聞
く
と
、「
で

き
る
範
囲
の
活
動
で
お
願
い
し
ま
す
」
と
の

こ
と
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
皆
さ
ん
に
説
明

し
納
得
し
て
も
ら
い
結
成
に
至
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
山
尻
常
会
と
い
う
と
各
世
帯

の
代
表
者
の
み
の
集
ま
り
で
し
た
が
、
自
主

防
災
会
で
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
結
成
し

て
良
か
っ
た
こ
と
は
、
自
主
防
災
会
で
は

様
々
な
世
代
の
全
て
の
人
や
、
諸
団
体
の
皆

さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
も
っ
て
結
束
力
が
よ

り
強
く
な
っ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
昼
と
夜
で
地
区
に
い
る
人
が
変

わ
っ
て
く
る
の
で
、
時
間
帯
別
の
班
構
成
や
、

皆
さ
ん
の
同
意
を
得
ら
れ
れ
ば
全
戸
の
家
族

構
成
の
情
報
共
有
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
だ
け
で
な
く
、
安

心
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
防
犯
も
合

わ
せ
て
行
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　「自
主
防
災
組
織
」
と
い
っ
て
も
難
し
く

考
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
組
織
づ
く

り
は
、
現
在
の
自
治
区
や
町
内
会
な
ど
組

織
を
そ
の
ま
ま
自
主
防
災
組
織
と
し
て
結

成
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
つ
く
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
組
織
づ
く
り
に
関
す
る
規
約

や
役
員
名
簿
の
作
成
な
ど
は
、
市
役
所
本

庁
舎
の
消
防
交
通
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

自
主
防
災
組
織
は

ど
の
よ
う
に
つ
く
る

自
主
防
災
組
織
は

ど
の
よ
う
に
つ
く
る

連
携
が
重
要

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

連
携
が
重
要

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

　市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
や
活

動
に
対
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の

結
成・
活
動
へ
の
支
援

自
主
防
災
組
織
の

結
成・
活
動
へ
の
支
援

自
主
防
災
組
織
と
は

自
主
防
災
組
織
と
は

　市
内
で
最
近
、結
成
さ
れ
た
自
主
防
災
組
織
を
紹
介
し
ま
す
。

始
め
ま
し
た 

私
た
ち
の
自
主
防
災
組
織

始
め
ま
し
た 

私
た
ち
の
自
主
防
災
組
織

自
主
防
災
組
織
の
活
動

自
主
防
災
組
織
の
活
動

問
い
合
わ
せ

消
防
交
通
課 

☎
43－

２
１
１
９

問
い
合
わ
せ

消
防
交
通
課 

☎
43－

２
１
１
９

共 助
自主防災組織や
自治会の
防災活動

公 助
市や消防本部、
県、国による
防災活動

自 助
市民や事業所の
防災活動

Interview

肘谷第２自主防災会

木村 功会長

地
域
の
防
災
意
識
を
高
め
る

地
域
の
防
災
意
識
を
高
め
る

　
私
た
ち
の
肘
谷
地
区
は
、
県
指
定
文
化
財

で
あ
る
木
造
観
世
音
菩
薩
立
像
（
豆
い
り
観

音
）
が
あ
る
こ
と
や
小
貝
川
に
近
い
こ
と
か

ら
、
以
前
か
ら
少
な
か
ら
ず
防
災
意
識
は
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
で
は

大
き
な
被
害
に
遭
い
、
特
に
停
電
に
は
大
変

苦
労
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
経
験
か
ら
昨
年
２
月
、
肘
谷
第
２
自

主
防
災
会
を
設
立
し
、
肘
谷
公
民
館
を
地
域

の
避
難
所
に
活
用
し
よ
う
と
考
え
、Ｌ
Ｐ
ガ

ス
で
発
電
で
き
る
「
発
電
機
」
を
購
入
し
ま

し
た
。
７
月
に
肘
谷
自
主
防
災
会
と
合
同
で

行
っ
た
地
域
の
防
災
訓
練
で
は
、
公
民
館
の

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
使
っ
た
発
電
機
の
作
動
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
で
発
電

で
き
る
こ
と
や
発
電
機
で
公
民
館
の
照
明
を

点
灯
で
き
る
こ
と
に
は
、
皆
さ
ん
大
変
満
足

し
て
い
ま
し
た
。

　
消
防
署
や
消
防
団
の
指
導
の
も
と
で
消
火

訓
練
も
行
い
ま
し
た
が
、
使
用
し
た
消
防

ホ
ー
ス
を
乾
燥
さ
せ
る
設
備
や
消
火
栓
の
蓋

を
開
け
る
工
具
の
必
要
性
な
ど
、
新
た
な
改

善
点
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
肘
谷
自
主
防
災
会
と
協
力
し
な
が

ら
、
防
災
訓
練
を
行
っ
て
防
災
意
識
を
高
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
茨
城
県
と
下
妻
市
は
、
地
域
防
災

の
中
核
と
な
る
自
主
防
災
組
織
の
新

規
結
成
や
活
動
の
促
進
を
図
る
た

め
、
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
防

災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
と
し
た

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

２
月
27
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

Interview

防災啓発研修会（自主防災組織リーダー研修会）に参加しよう
【
講
演
１
】

「
大
規
模
な
地
震
・
津
波
災
害
」
に

備
え
る

〜
気
象
庁
勤
務
の
経
験
か
ら
〜

●
講
師…

鉢
嶺
猛
氏

　（
元
東
京
管
区
気
象
台
長
・
元
気
象
庁

　
地
震
火
山
部
地
震
津
波
監
視
課
長
）

【
講
演
２
】

気
象
庁
が
進
め
て
い
る
防
災
に
係
る

施
策
に
つ
い
て

●
講
師…

水
戸
地
方
気
象
台
職
員

【
事
例
紹
介
】

自
主
防
災
組
織
の
活
動
事
例
と
し
て
、

地
域
防
災
へ
の
女
性
の
参
加
・
自
主

防
災
会
の
再
構
築
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
づ
く
り
・
自
主
防
災
組
織
の

活
性
化

下
妻
市
民
文
化
会
館

　
下
妻
市
本
城
町
３
丁
目
36
番
地

　
☎
43－

２
１
１
８

日 

時
会 

場
内 

容

自主防災組織をつくろう
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（千円）
H20 H21

寄附金額 寄附件数

H22 H23 H24 H25 H26
（件）

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

160

140

120

100

80

60

40

20

0

近
年
、新
聞
や
テ
レ
ビ
、雑
誌
な
ど

全
国
で「
ふ
る
さ
と
納
税
」が

大
き
な
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

特
に
、各
自
治
体
か
ら
贈
呈
さ
れ
る「
お
礼
の
品
」は
、

そ
の
地
域
の
産
業
振
興
や
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
も
つ
な
が
る
た
め
、

地
域
の
特
色
を
表
し
た
特
産
品
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
妻
市
は
、豊
か
な
自
然
環
境
の
も
と

果
樹
、養
豚
業
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
が
さ
か
ん
で

農
産
物
や
、そ
れ
を
生
か
し
た
加
工
品
、観
光
な
ど

魅
力
あ
る
特
産
を
も
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
、ふ
る
さ
と
納
税
で

「
下
妻
の
魅
力
」を
ア
ピ
ー
ル
す
る
好
機
で
す
。

市
で
は
、さ
ら
な
る「
ふ
る
さ
と
納
税
」の
推
進
と

地
域
資
源
を
生
か
し
た
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

生
産
者
・
事
業
者
の
皆
さ
ま
か
ら

市
内
特
産
品
を
生
か
し
た「
お
礼
の
品
」を
募
集
し
ま
す
。

　「
ふ
る
さ
と
下
妻
寄
附
お
礼
の
品
募
集
要

項
」
を
ご
確
認
の
上
、必
要
書
類
を
そ
ろ
え
、

市
企
画
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
提
案
す
る
事
業
者
お
よ
び
商
品
の
条
件

　（
一
部
抜
粋
）

１
．
当
市
を
な
つ
か
し
ん
で
い
た
だ
け
る
、

　
も
し
く
は
当
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
商

　
品

○
商
品
の
価
格
帯

１
．
基
本
コ
ー
ス

　
　
２
，１
６
０
円
以
内
／
件

２
．
プ
レ
ミ
ア
ム
コ
ー
ス

　
　
１
０
，８
０
０
円
以
内
／
件

※

価
格
は
商
品
代
（
税
込
、
梱
包
料
含
む
）

　
の
み
。
送
料
別
。

○
提
出
期
限

　
平
成
27
年
２
月
27
日
（
金
）
ま
で

○
要
項
配
布
場
所

　
企
画
課
（
市
役
所
本
庁
舎
）

　
産
業
振
興
課
（
市
役
所
千
代
川
庁
舎
）

　
下
妻
市
商
工
会

※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
で
き
ま
す
。

「
お
礼
の
品
」
応
募
の
手
続
き

「
お
礼
の
品
」
応
募
の
手
続
き

　「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、
生
ま
れ
育
っ

た
ふ
る
さ
と
や
応
援
し
た
い
自
治
体
に
寄

附
す
る
制
度
で
す
。

　
確
定
申
告
に
よ
り
税
金
の
控
除
が
受
け

ら
れ
る
ほ
か
、
自
治
体
に
よ
り
地
域
の
特

産
品
が
「
お
礼
の
品
」
と
し
て
贈
呈
さ
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
い
ま
大
き
な
注
目
を

浴
び
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
「
ふ
る
さ

と
下
妻
寄
附
」
の
名
称
で
ふ
る
さ
と
納
税

を
開
始
し
、
そ
の
寄
附
件
数
は
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　
ま
た
、
寄
附
者
の
皆
さ
ま
に
下
妻
市
に

寄
附
を
し
た
理
由
を
伺
う
と
、「
応
援
し

た
い
」「
ふ
る
さ
と
で
あ
る
」
と
い
っ
た

意
見
の
ほ
か
、「
お
礼
の
品
が
良
い
」
と

い
う
意
見
も
あ
り
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
や

市
の
特
産
品
産
業
の
Ｐ
Ｒ
、
消
費
拡
大
に

も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

伸
び
て
い
ま
す

下
妻
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税

伸
び
て
い
ま
す

下
妻
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税

申
し
込
み
・
問
合
せ
先  

企
画
課 

☎
43
ー

２
１
１
３

申
し
込
み
・
問
合
せ
先  

企
画
課 

☎
43
ー

２
１
１
３

下妻市ホームページ
ふるさと納税「お礼の品」

提案募集

募集します
ふるさと納税の「お礼の品」
ふるさと納税で「下妻の魅力」アピール

ふるさと下妻寄附「お礼の品」一覧（平成27年１月末現在）

図１：「ふるさと下妻寄附」受入の推移

市販のふるさと納税ガイドブック等で
下妻市の「お礼の品」が紹介されています

件数

金額

２
．
製
造
者
、
加
工
者
、
販
売
者
の
い
ず

　
れ
か
が
市
内
事
業
者
、
ま
た
は
主
要
な

　
原
材
料
の
産
地
が
市
内
の
商
品
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1 人件費の状況（普通会計決算）平成25年度
住民基本台帳
人口（年度末）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

45,170 16,312,702 1,259,069 2,393,952 14.7 15.4

24年度の
人件費率歳出額Ａ

人

（注）人件費には特別職に支給される給料、報酬等を含む。

千円 千円 千円 ％ ％

実質収支 人件費Ｂ

3 職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成26年４月１日現在）

一般行政職 41.3歳318,000円

区　　分 平均給料月額 平均年齢

6 期末手当・勤勉手当の状況（平成25年度支給割合）

６月期

12月期

合　計

1.225月分

1.375月分

2.60月分

0.675月分

0.675月分

1.35月分

区　分 期末手当 勤勉手当

一般行政職

2 職員給与費の状況（普通会計決算）平成25年度
職員数
（Ａ）

給　　　　　与　　　　　費

274 990,172 111,466 366,949 1,468,587 5,360

１人あたり
給与費（Ｂ/Ａ）給　料

人

（注）１.職員手当には、退職手当を含まない。 ２.職員数は平成25年４月１日現在の人数である。

千円 千円 千円 千円 千円

職員手当 計（Ｂ）期末勤勉手当

5 一般行政職の級別職員数の状況（平成26年４月１日現在）

標準的な
職務内容

職員数

構成比

区 分

主　事

22人

9.3％

１ 級

主　事

23人

9.7％

２ 級

係　長
主　幹

112人

47.5％

３ 級

次　長
課　長

13人

5.5％

６ 級

部　長

8人

3.4％

７ 級

236人

100％

計

課長補佐
係　長
主　査

29人

12.3％

４ 級

課　長
課長補佐

29人

12.3％

５ 級

（注）下妻市職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分による職員数。

※役職加算　５～15％

4 職員の初任給の状況（平成26年４月１日現在）

区　　　　　　分

大　学　卒

高　校　卒

172,200円

140,100円

初　任　給

下　妻　市

7 退職手当の状況（平成26年４月１日現在）

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度

21.62月分

30.82月分

43.70月分

52.44月分

27.025月分

36.57  月分

52.44  月分

52.44  月分

区　分 自己都合 勧奨・定年

※定年前早期退職特例　２～20％加算

8 特別職等の給料・報酬等の状況（平成26年４月１日現在）

市　長

副市長

教育長

議　長

副議長

議　員

給　料

報　酬

747,000円

603,000円

567,000円

420,000円

380,000円

360,000円

 6月期
＝1.40月分
12月期

＝1.55月分

合計
2.95月分

左記の
期末手当から

市　長　20％
副市長　10％
教育長　５％

を減額している。

区　分 給料月額等 期末手当 備　考

（注）給料月額等は給料等の削減後の額。

 （平成25年度支給割合）

10 職員数の推移（各年４月１日現在）

243

48

50

341

240

47

48

335

228

47

46

321

228

47

46

321

228

45

46

319

△15

△  3

△  4

△22

（△6.2％）

（△6.3％）

（△8.0％）

（△6.5％）

一般行政

教　育

公営企業等会計

総合計

年度

部門別
H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 過去5年間の

増減数（率）

（注）各年における定員管理調査において報告した部門別職員数であり、教育長を含む。

9 部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

議　会
総　務
税　務
民　生
衛　生
農林水産
商　工
土　木
小　計

5
78
30
38
23
24
7
23
228

一般行政部門

特別行政部門

公営企業等部門

合　　　　計

教　育 47

8
7
31

321

0
2

△ 1
0
0

△ 1
0
0
0

0 △ 2

0
0
0

0

0
△ 2
0
1
0
0
0
1
0

0
0
0

△ 2

5
76
30
39
23
24
7
24
228

45

8
7
31

319

水　道
下水道
その他

区　　分
職員数

平成25年 平成26年 平成25年 平成26年

対前年増減数

（注）１．職員数は一般職に属する職員数であり、教育長を含む。
　　  ２．地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いている。
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市職員の給料等の
状況を公表します

女性消防団員による分列行進 点検官などによる服装点検

　新春恒例の「下妻市消防出初式」が１月11日、市役所
本庁舎南側駐車場など3会場で行われ、住民の生命と財
産を守る消防活動に決意を新たにしました。
　午前８時半から市役所本庁舎南側駐車場で行われた
点検では、地元選出の国会議員等を来賓に迎え、消防職
員や消防団員など約400人が参加しました。一日点検官
として委嘱された下妻小学校４年の野手悠希さんと柴
崎結奈さんは、稲葉市長とともに消防団員の服装、姿勢、
士気などを点検した後、一糸乱れぬ分列行進を見守りま
した。
　市民文化会館の式典では永年勤続の表彰などが行わ

決意を新たに「平成27年下妻市消防出初式」実施
消防・防災

れ、稲葉市長は「常備消防である下妻消防署と連携して、
火災や各種災害から市民の安全・安心確保という負託に
応えるべく、ご活躍されることを期待しています」とあい
さつ。式典後にはアトラクションとして、東部中学校吹奏
楽部によるさわやかな演奏に耳を傾け楽しみました。
　下妻駅前通りに移動して行われた消防関係車両27台
によるパレードでは、稲葉市長と一日点検官が車両の通
過のとき、敬礼を行いました。一日点検官の野手さんは
「消防車がたくさん並んでサイレンを鳴らしたところが
かっこよかった」。柴崎さんは「行進がきれいで、すきっ
とした気持ちになった」と話してくれました。

ゆう き

ゆ な

　平成26年第４回市議
会定例会において、青栁
健一さん（鯨）を固定資
産評価審査委員会委員に
選任することが同意され
ました。
　任期は、平成27年１月
20日から平成30年１月
19日までの３年間です。
　固定資産評価審査委員

固定資産評価審査委員会委員の選任
公平・公正な行政を確保

青栁 健一さん
（鯨）

会委員は、納税者が固定資産課税台帳に登録され
た価格について不服があった場合、その申出を受け
て審査を行います。

前列左から木瀬さん、関さん、澤部さん
後列左から石濱さん、渡邉さん、中島さん、大谷さん

受 賞 者 紹 介

茨城県統計功労者表彰茨城県統計功労者表彰

　平成26年度茨城県統計功労者表彰式が１月21日、県
庁で行われ、長年にわたり各種統計調査の発展に尽力さ
れた11名の統計調査員の皆さんが表彰されました。
　統計調査員は、国勢調査をはじめさまざまな統計調
査に従事し、調査への協力依頼や調査票の回収・点検・
整理などを行っています。

田村 光男さん（下妻丁・新町）
澤部 一夫さん（下妻乙・本宿）　　木瀬 　洋さん（田下）
■知事表彰

関 　一司さん（長塚）■総務大臣表彰

増山 閑夫さん（尻手）
渡邉 𠮷男さん（本城町）
大谷 長生さん（下妻丙・大町）
程塚 和佐さん（若柳丙・上宿）

宮田　 藏さん（半谷）
石濱 敏夫さん（高道祖）
中島 敏子さん（長塚）

■茨城県統計協会総裁表彰

有料広告欄 有料広告欄 有料広告欄
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参加者全員で飛躍を祈念し万歳三唱

　青少年を育てる市民の会が１月25日、千代
川公民館ホールで、「青少年健全育成市民大
会」を開催しました。同会の会員や団体、市
内小中学生など104人が一堂に会し、善行青
少年表彰や中学生６人による少年の主張、日
本オリンピック委員会フェンシングのナショナ
ルコーチを務める江村宏二氏の講演会が行
われました。
　善行青少年表彰では、小学生５人と中学生
２人が受賞。側溝に落ちたおばあちゃんを通
学班のメンバー５人で協力して助けたという上
妻小学校４年の大島碧流くんは「表彰されて
うれしい。これからも困っている人がいたら積
極的に助けたい」と笑顔でした。
　「奇跡は準備されている」と題した講演会
では、「奇跡」を起こすために必要なポイント
を熱く語る江村氏。「奇跡は準備されている、
といっても何もしなくては起こらない。奇跡が
起こるための『気付き』だったり、成長があっ
て初めて奇跡が起こる」と北京五輪のフェン
シングで個人銀メダルを獲得した太田雄貴選
手の例をあげながら、日頃からの努力の大切
さを訴えていました。
　2020年の東京五輪代表に可能性を秘める
子どもたちは目を輝かせながら江村氏の講演
に耳を傾けていました。

青
少
年
の
心
と
体
の
健
康
を

青
少
年
健
全
育
成
市
民
大
会

　新年の幕開けを祝う「2015年下妻市新春の集
い」が１月14日、八幡屋で開催され、稲葉市長を
はじめ地元選出の国会議員、県議会議員、市議
会議員、各種団体や市関連企業の代表者など
252人が参加しました。集いは下妻市、下妻市商
工会、JA常総ひかりの三者による共催。
　集いのあいさつで稲葉市長は、市制施行60周
年を節目として将来にわたり持続可能な市政運
営をしてきた昨年を「企業誘致が進み、まいてき
た種が実を結んできた」と振り返り、「企業誘致
による新規財源の確保、雇用の創出等、市内の
さまざまな分野における経済波及効果を市内全
域に広めていきたい」と抱負を語りました。
　また、会場では平成26年叙勲・褒章を受章さ
れた10人が紹介され、稲葉市長から記念品が手
渡されました。
　今年は戦後70年の節目に当たり「地方創生」
元年とも位置付けられる年。会場では出席者に
よる積極的なあいさつが交わされました。

地
域
の
再
生・創
造
に
共
に
取
り
組
む
決
意

２
０
１
５
年
下
妻
市
新
春
の
集
い

「奇跡」を起こすために必要なポイントを熱く語る江村氏

（左）東京五輪誘致時ユニホーム
（中）ロンドン五輪時ユニホーム（団体・銀メダル獲得）
（右）北京五輪時ユニホーム（太田選手が個人銀メダル獲得）

下妻特産の梨を生かして交流の輪広げる
茨城県高等学校家庭クラブ連盟 第62回研究発表大会

スライドを使って発表する粟野さん

　県内の高校生が家庭、地域生活に関する研究成果を披露する「家庭クラブ研
究発表大会」が１月９日、結城市の市民文化センターアクロスで開かれ、下妻特産
の梨を生かした取り組みを発表した下妻二高２年の粟野笑佳さんが成人会長賞
に輝きました。
　県内６地区の代表８校から生徒６人と２グループが出場し、生徒や教員など
約300人を前に、子育て環境の充実、地域の高齢者に向けた健康食の普及や安
全対策といった取り組みをスライドを使って発表しました。
　粟野さんの研究テーマは「地元の梨を利用して～輪を広げよう～」。祖父母が
一生懸命作った梨が規格外となって残ったものを見て、「味には全く問題ないの
にもったいない」と感じ、「残った梨を何とかアレンジして食べられないか」と考
えたのがきっかけ。友人たちと協力しながら「梨のパウンドケーキ」を作り、地域
のお年寄りにも食べてもらおうと「老人ホーム和楽久」を訪れ、交流の輪を広げ
てきた取り組みを発表しました。
　粟野さんの発表に補助員としてスライドを担当した同校２年の仁見真理さんと
飯塚みなさんは「スライドを分かりやすくするため写真を工夫した。練習した発
表とのタイミングもうまくできた」と笑顔。粟野さんは「落ち着いて発表できた。今
後は梨以外の下妻の特産品にも目を向けていきたい」と抱負を語ってくれました。

気軽に“ぷらっと”寄ってみる

パウンドケーキとコーヒーで、仕事の合間に一休みする植木さん
（ぷらっとほーむ店内で）

ほ 市民の声

　昨年４月に下妻駅前通りにオープンした、世

代間交流サロン「コミュニティカフェ・ぷらっと

ほーむ」をよく利用するという植木佳代子さん

（長塚）からのお便りを紹介します。

　　　まで、下妻市の駅前には喫茶店がなくて、待
　　　ち合わせやちょっと休憩のような場合に困っ
ていたのですが、「ぷらっとほーむ」ができて、本当
に助かりました。
　500円のランチや手作りのパウンドケーキなどが
あり、ドリンクは100円で一口お菓子がついて、さら
におかわり可能なので、オトク感も満載です。
　パウンドケーキには、アイスクリームもついてます。
手作りの懐かしい味で、甘過ぎなくて、美味しいです
よ。ちなみに300円というお値段でドリンクもついて
るんです。
　私は、仕事の合間に一休みといった感じで立ち寄
ることが多いです。働いている店員さんは、いつも笑

今

顔で、気さくで、話しやすいので、ついついおしゃべ
りに花が咲いてしまいます。
　さらに、店内にはレンタルボックスショップがあ
り、かわいい手作りの小物やおしゃれなバックなど
も置いてあって、飲食だけではなく、ショッピングも
楽しめます。
　皆さんもぜひ、「ぷらっとほーむ」に気軽に“ぷ
らっと”寄ってみてください！

えみ か

あ る

わ ら く

有料広告欄有料広告欄
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子どもの
純粋な

心のつぶ
やき

口頭詩

有料広告欄有料広告欄

マ
マ
　
つ
か
れ
た
と
き
は

る
な
の
げ
ん
き
パ
ワ
ー

あ
げ
る
ね

む
ぎ
ゅ
　
す
る
と

げ
ん
き
に
な
れ
る
ん
だ

む
ぎ
ゅ

む
ぎ
ゅ

ほ
ら

げ
ん
き
に
な
れ
た
で
し
ょ

【
解
説
】

　
私
が
夕
方
『
疲
れ
た
』
と

言
っ
た
時
の
言
葉
で
す
。
疲

れ
た
顔
を
し
て
元
気
が
な
い

姿
に
見
え
て
、
自
分
の
パ

ワ
ー
を
あ
げ
た
い
と
思
っ
て

く
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
力

い
っ
ぱ
い
「
む
ぎ
ゅ
ー
」
っ

て
だ
き
し
め
て
く
れ
て
、
と

て
も
疲
れ
が
と
れ
ま
し
た
。

　
採
集
　
母
　
宮
本
か
づ
よ

げ
ん
き
パ
ワ
ー

　末っ子で甘え上手なくうちゃんは、
２人のお兄ちゃんが大好き！
　お兄ちゃんたちも、くうちゃんが大
好き。いつも一緒に遊んでます。
　保育園でもたくさんのお友達ができ
ました。毎日元気いっぱい、遊んでい
るようです。
　これからもみんなと仲良く、くうちゃ
んらしく元気いっぱい育ってください。

祐矢・智子さんの長女
箱守 紅葉ちゃん

くれ は

下木戸 聡彦・彩香さんの長男・長女
塚越 遥士・南奈ちゃん

はる と な な

半谷

　やんちゃで落ち着きがないけれど、
誰にでもなつく遥士。遥士のあとば
かりついて回って泣かされても負けな
い南奈。二人ともきかん坊で大騒ぎ
の毎日だけど、元気に育ってくれてう
れしいです！
　これからもたくさん笑顔を見せてく
ださい。

拓哉・有香里さんの長女・二女
大塚 倖愛・叶愛ちゃん

ゆ な の あ

樋橋

　活発で人見知りをしない姉・倖愛
と、姉以上に活発だけど甘えん坊の
妹・叶愛です。
　最近は倖愛が妹の世話をやき、叶
愛は姉の姿を追い、同じおもちゃで仲
良く一緒に遊んでいる姿が多くなり
幸せです。
　これからも姉妹仲良く元気に育っ
てね☆

市
民

　

  

芸

文

俳

　句

短

　歌

み
ギャラ

リー
んなの

♥

★

★

にんきもの
わがやの

♪

♪

　このコーナーでは、市内在住の１～３歳までのお子さんの写真に、お父さん・お母さんの
コメントをつけて紹介しています。誕生日など、思い出の１ページとしていかがですか？
　ご希望の方は、【秘書課・広報広聴係 ☎４３-２１１２】までご連絡ください。

過
去
未
来
余
韻
に
繋
ぐ
除
夜
の
鐘

糸
切
歯
と
き
に
重
宝
老
の
春

冴
返
る
カ
ル
テ
に
何
か
書
き
こ
ま
れ

程
山
　
静
子
（
大
園
木
）

鈴
木
　
素
香
（
下
妻
丁
）

山
本
　
一
歩
（
下
妻
乙
）

あ
ら
玉
の
年
を
こ
と
ほ
ぎ
初
集
ふ

「
つ
ゆ
草
」
人
ら
声
の
若
や
ぐ

坂
井
　
勝
美
（
五
　
箇
）

戸
を
操
れ
ば
七
時
を
知
ら
す
市
の
チ
ャ
イ
ム

寺
鐘
の
余
韻
遠
く
よ
り
く
る

鈴
木
　
澄
江
（
宗
　
道
）

新
聞
の
「
声
」
に
書
き
有
る
人
生
よ

強
く
生
き
ろ
と
母
の
声
き
こ
ゆ

矢
実
　
澄
子
（
本
宗
道
）

不
意
を
つ
く
風
の
生
れ
き
て
愛
用
の

帽
子
は
ふ
は
り
と
宙
に
遊
べ
り

増
田
　
啓
子
（
下
妻
乙
）

お
み
く
じ
の
大
吉
を
ひ
ら
く
み
社
に

初
春
の
ひ
か
り
は
あ
ま
ね
く
照
ら
す

山
本
せ
い
子
（
下
妻
丙
）

年
毎
に
何
枚
か
減
る
年
賀
状

振
り
返
る
間
な
き
年
々
思
ふ

飯
村
八
重
子
（
半
　
谷
）

子
等
の
帰
り
の
安
全
願
ひ

夕
暮
の
防
災
無
線
は
時
を
告
げ
ゐ
る

伊
東
　
豊
乃
（
加
　
養
）

わ
が
編
み
し
残
り
毛
糸
の
ミ
ミ
ズ
ク
ら

笑
顔
と
と
も
に
貰
わ
れ
て
ゆ
く

木
村
　
り
ん
（
下
妻
乙
）

ゆ
る
や
か
に
羽
化
く
り
か
へ
し
ゆ
く
我
に

八
つ
手
は
花
の
拳
を
か
か
ぐ

寺
田
　
陽
子
（
下
妻
乙
）

宮本 瑠菜
５歳１か月
（豊加美幼稚園）

自
然
を
感
じ
て

前回登場の小口勝裕さんからの紹介

あなたへあなたへ
わたしから　

幼
少
の
頃
か
ら
魚
釣
り
が
大

好
き
だ
っ
た
私
は
、
今
も
時
間

を
見
つ
け
て
は
釣
り
に
出
掛
け

ま
す
。

　
何
度
も
通
っ
て
狙
っ
て
い
た

魚
を
釣
り
上
げ
た
時
の
震
え
る

よ
う
な
喜
び
、今
ま
で
も
、こ
れ

か
ら
も
、
メ
モ
リ
ア
ル
フ
ィ
ッ

シ
ュ
に
出
会
え
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　
海
で
は
毎
日
、
大
群
の
イ
ワ

シ
等
が
中
型
魚
に
追
わ
れ
、
た

ま
ら
ず
海
面
近
く
に
上
が
っ
て

き
た
と
こ
ろ
を
空
中
で
は
鳥
が

狙
い
、
そ
の
鳥
を
追
っ
て
さ
ら

に
大
型
魚
が
集
ま
り
、
イ
ワ
シ

の
ウ
ロ
コ
が
海
に
た
く
さ
ん
流

れ
て
く
る
光
景
が
ど
こ
か
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
広
大
な
自
然
の
生
命
の
サ
イ

ク
ル
を
目
の
前
に
、
強
さ
、
弱

さ
を
感
じ
、
海
か
ら
の
パ
ワ
ー

を
も
ら
っ
て
日
々
の
生
活
の
中

で
私
も
強
く
な
れ
る
よ
う
に
、

心
身
共
に
充
実
し
た
毎
日
を
過

ご
せ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

時
間
を
見
つ
け
、
素
晴
ら
し
い

魚
、
自
然
に
会
い
に
行
き
た
い

で
す
。

吉川  博之さん（長塚）

vol.109

さわやか
リレー

高道祖幼稚園

かつ ひろ

鬼ケ島にやってきた！かわいい鬼たち。

▲年長（さくら組）の皆さん

　迫力満点のゴツ
ゴツした岩肌に、
紙皿で子どもたち
が作ったお面を飾
りました。
　４月から小学１
年生になるさくら
組さん。元気いっ
ぱいのみんなが、
今年も春を呼んで
くれそうです。

あ

は

る

じ
し
ょ
う

う

か
こ
ぶ
し

び
と

あき ひろ
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有料広告欄 有料広告欄

43,379人
21,686人
21,693人
15,211世帯

（－46）
（－38）
（－  8）
（＋  2）

（－363）
（－198）
（－165）
（＋111）

３ March
Health Calendar

３月１日～３月31日
月

相談ごと
◆行政相談
日　時　３月１３日（金）午後１時３０分～３時３０分
場　所　千代川公民館 １階 小会議室
日　時　３月２７日（金）午後１時３０分～３時３０分
場　所　下妻公民館 １階 和室
問合先　秘書課　☎４３－２１１２

◆人権相談
日　時　３月２７日（金）午後１時３０分～３時３０分
場　所　下妻公民館 ２階 小会議室
問合先　人権推進室　☎４３－８２４６

◆こころの健康相談
日　時　３月１１日（水）・２５日（水）
　　　　午後１時～４時（予約制）
場　所　市役所第二庁舎 ３階 小会議室
問合先　福祉課　☎４３－８３５２

◆消費生活相談
日　時　月・火・木・金曜日（毎週）
　　　　午前９時～１２時　午後１時～４時３０分
　　　　日曜日（３月８日・２９日）
　　　　午前９時～１２時
場　所　下妻市消費生活センター（千代川庁舎内）
問合先　下妻市消費生活センター　☎４４－８６３２

◆納税相談
・夜間納税相談
日　時　３月５日（木）午後５時３０分～７時３０分
・休日納税相談　
日　時　３月２８日（土）、２９日（日）
　　　　午前８時３０分～午後５時
場　所　市役所本庁舎 １階 収納課
問合先　収納課　☎４３－８２７４

◆法律相談
日　時　３月１０日（火）・１７日（火）・２４日（火）
　　　　午後１時３０分～３時３０分
　　　　※事前に予約が必要です（当日不可）
場　所　３月１０日・１７日　下妻公民館２階 学習室
　　　　３月２４日　市役所第二庁舎 ３階 中会議室
問合先　下妻市社会福祉協議会　☎４４－０１４２

人　口
　男
　女
世帯数

前月比 前年比

古橋医院

元気アップ教室（9:15～10:00）

カミカミ離乳食教室（13:15～13:30）

とやまクリニック

２歳児歯科健診（13:15～13:30）

すくすく相談（13:30～）

５か月児健診（13:15～13:30）

平間病院

後期マタニティクラス（13:15～13:30）
ママサロン（13:30～15:30）

キッズくらぶ〈親子リトミック〉（10:00～10:30）
３歳児健診（13:15～13:30）

１歳６か月児健診（13:15～13:30）

中岫産婦人科医院

中山医院

すくすく相談（13:30～）

砂沼湖畔クリニック

西南

西南

西南

西南

西南

古河

西南

友愛

西南

西南

西南

西南

古河

西南

西南

西南

西南

友愛

西南

古河

西南

友愛

西南

西南

西南

西南

古河

西南

西南

西南

西南

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

◆火災・災害のとき　　　  ☎0296-44-3111
◆市役所などの行事・催物  ☎0296-43-4000

♥

人口と世帯

テレフォンサービス

２月１日現在の常住人口

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小児輪番病院は、入院治療を必要とする子供の救急医療を行っています。
受診される際は、医療機関に必ず事前に電話でご相談ください。
・西南・・・茨城西南医療センター病院（境町２１９０）☎０２８０－８７－８１１１
・友愛・・・友愛記念病院（古河市東牛谷７０７）☎０２８０－９７－３０００
・古河・・・古河赤十字病院（古河市下山町1150）☎０２８０－２３－７１１１

在 休日在宅当番医 午前９時30分～午後４時
古橋医院　　　　☎４４－２７９２
とやまクリニック　☎３０－５０１０
平間病院　　　　☎４３－５１００

中岫産婦人科医院　☎４４－２４３８
中山医院　　　　　☎４３－２５１２
砂沼湖畔クリニック　☎４３－８１８１

夜間応急診療所
土･日･祝日（1月1日を除く）：午後７時～翌朝７時

保健センター内　☎４３－１９９０

在

在

在

在

在

在

健康カレンダー
1

投資用教材でもうけ話？！
友人を紹介してトラブルにも･･･

問い合わせ　下妻市消費生活センター ☎４４－８６３２

　若者が借金をして高額な教材（DVDなど）を購入したり、友だ
ちを紹介したりしてトラブルになる事例が発生しています。
　学生時代の友人やアルバイト先の先輩などから「食事でもしな
いか」などと誘われ、喫茶店やファミリーレストランなどに呼び
出され、結局は高額な投資用教材を契約させられるというケー
スです。

　高校時代の友人に「絶対にためになる話がある」と呼び出
された。そこで、友人の知人から「DVDで勉強して先物取引を
すれば大きな利益になる」と説明された。友人の紹介なので
信用して60万円の教材を学生ローンで借金して購入した。
　契約の後、「教材を誰かに紹介すると10万円の紹介料が入
る」と言われた。友人は紹介料のために自分を誘ったことが
分かった。教材の説明どおりに投資しても利益はなく、ローン
だけが残った。

　市では、消費者教育推進法に基づき、平成25年度から市内小中学
校において「消費者教育」を展開しています。
　平成26年度に市内中学校で実施した消費者教育では、茨城県金融
広報委員会の金融広報アドバイザーを講師に迎え、消費生活に必要
な物資やサービスの適切な選択や購入について講演を行いました。
　近年パソコンや携帯電話等の普及に伴い、特に情報関連サービス
のトラブルに巻き込まれるケースが増加しています。講演では、最近
相談の多い事例がDVDの映像で紹介され、講師からは被害の未然防
止に向けた具体的なアドバイスがありました。
　生徒からは「すごく身近な問題で、情報機器の使用による悪質な被
害にあわないよう気をつけようと思いました。下妻市に『消費生活セ
ンター』があることを知りませんでしたが、被害にあったらすぐに相
談したいと思いました」などと感想が寄せられました。

■トラブルにあわないために

小 小児救急当番医
月･火・水・木・金・土曜日：午後6時～午後11時
　　　　　　 日曜・祝日：午前9時～午後4時

3

消費生活 知識ま
め

事例

1 高校時代の友人に勧誘されたケース
　高校の先輩から「もうかる投資システムがある」と言われ、
喫茶店で話を聞いた。「投資するにはDVDソフトを購入しな
ければならないが、そのソフトを使えばすぐに元を取れる」と
言われた。「お金がなければ、消費者金融で会社員だと言っ
て車の頭金として借りるように」と指示された。
　その後、購入者が参加するセミナーに行ったら、「人を紹介
すると10万円もらえる」と説明された。DVDの中身は一般的
な投資の本に載っているような内容だった。

事例

2 高校時代の先輩に勧誘されたケース

独立行政法人国民生活センター調べ
【参考】国民生活センター「H26.5.8付け報道発表資料」より抜粋

●友人や先輩から「大きな利益が得られる」と勧められても、安易に契約してはいけません。投資にはリスクがあります。
　取引のしくみや商品の内容がわからない場合はきっぱり断りましょう。
●紹介料を得るために友人や知人を紹介してしまうと、人間関係が壊れたり、金銭トラブルになったりする恐れがあります。
●呼び出されて契約した教材などは、クーリング・オフ（無条件解約）ができます。早めに相談してください。

契約者当事者の
９割以上が「男性」

20歳以上が
ほとんど

18～19歳
0.7％

男
92.7％

女 7.3％

20～21歳
85.3％

22～23歳
13.6％

24～25歳
0.4％

市内中学校で「消費者教育」開催 ～情報関連サービスの相談事例を紹介～

インターネットトラブルの防止策を学ぶ生徒たち
（10月16日、千代川中学校で）


